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区
画
整
理
事
業
施
行
条
例

▽
流
域
下
水
道
の
構
造
の
技
術

上
の
基
準
及
び
終
末
処
理
場

の
維
持
管
理
に
関
す
る
条
例

及
び
千
葉
県
流
域
下
水
道
事

業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

▽
千
葉
県
生
涯
学
習
審
議
会
条
例

▽
千
葉
県
学
校
職
員
定
数
条
例

▽
千
葉
県
文
化
財
保
護
条
例

▽
千
葉
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
管
理
等
に
関
す
る
条
例

◆
そ
の
他（
43
件
）

▽
千
葉
県
行
政
に
係
る
基
本
的

か
つ
総
合
的
な
計
画
の
策
定

▽
契
約
の
締
結

▽
契
約
の
変
更（
６
件
）

▽
路
線
の
認
定

▽
千
葉
県
道
路
公
社
の
定
款
の

一
部
変
更

▽
権
利
の
放
棄（
９
件
）

▽
和
解

▽
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び

和
解

▽
市
町
村
が
負
担
す
べ
き
金
額

（
３
件
）

▽
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結

▽
指
定
管
理
者
の
指
定（
２
件
）

▽
人
事
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

▽
監
査
委
員
の
選
任
同
意

▽
公
安
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

▽
公
害
審
査
会
委
員
の
任
命
同

意（
13
件
）

▽
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
軍
事
侵
略
に
対
す
る
決
議

◆
令
和
４
年
度
予
算
関
係（
24
件
）

▽
一
般
会
計

▽
特
別
会
計（
23
件
）

◆
令
和
３
年
度
補
正
予
算
関
係

（
23
件
）

▽
一
般
会
計

▽
特
別
会
計（
22
件
）

◆
条
例
の
制
定（
３
件
）

▽
千
葉
県
教
育
委
員
会
の
職
務

権
限
に
属
す
る
事
務
の
管
理

及
び
執
行
の
特
例
に
関
す
る

条
例

▽
北
総
中
央
土
地
改
良
施
設
管

理
条
例

▽
畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用

の
特
例
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
技
術
基
準
に
関
す
る
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正（
15
件
）

▽
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例

▽
千
葉
県
職
員
定
数
条
例

▽
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す

る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関

す
る
条
例

▽
千
葉
県
恩
給
条
例
等

▽
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例

▽
千
葉
県
個
人
情
報
保
護
条
例

▽
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

▽
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
及
び
障
害
者
の
日

常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法

律
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
等
を
定
め
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

▽
千
葉
県
国
民
健
康
保
険
財
政

安
定
化
基
金
条
例

▽
千
葉
県
都
市
計
画
事
業
土
地

２
月
定
例
県
議
会
は
、２
月
16
日
に
招
集
さ
れ
、

３
月
18
日
ま
で
の
31
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

開
会
日
に
は
、議
長
の
諸
般
の
報
告
に
続
き
、令

和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
等
の
議
案
92
件
、報
告

１
件
が
上
程
さ
れ
、知
事
か
ら
提
案
理
由
説
明
と

県
政
の
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

２
月
22
日
か
ら
６
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
代

表
質
問
お
よ
び
一
般
質
問
は
、22
名
の
議
員
が
登

壇
し
、財
政
問
題
を
は
じ
め
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
、防
災
対
策
、福
祉
、道
路
、教
育

問
題
等
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

２
月
28
日
の
一
般
質
問
終
了
後「
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
略
に
対
す
る
決
議
」

が
上
程
さ
れ
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、３
月
４
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
り
、予

算
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、令
和
４
年
度
予
算
議
案

に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
は
、３
月
９
日
か
ら
４
日
間
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
、付
託
さ
れ
た
議
案
・
請
願
に

つ
い
て
具
体
的
・
専
門
的
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

閉
会
日
に
は
、各
常
任
委
員
会
委
員
長
の
審
査

結
果
報
告
、討
論
が
行
わ
れ
、採
決
の
結
果
、全
て

の
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、人
事
案
件
16
件
が
追
加
上
程
さ
れ
採

決
の
結
果
、全
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
19
件
が
上

程
さ
れ
ま
し
た
が
、可
決
さ
れ
た
意
見
書
は
な
く
、

今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
全
て
の
案
件
の
審
議
を

終
了
し
ま
し
た
。

▼
行
財
政
運
営

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応

▼
地
域
経
済
の
活
性
化

▼
県
内
の
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

▼
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興

▼
交
通
安
全
対
策

自 民 党

伊
い

藤
とう

昌
まさ

弘
ひろ

議員
（佐倉市・印旛郡酒々井町）

▼
知
事
の
政
治
姿
勢

▼
行
財
政
改
革
計
画

▼
千
葉
経
済
圏
の
確
立

▼
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

▼
仕
事
と
介
護
の
両
立

▼
障
害
特
性
の
子
供
た
ち

立 千 民

礒
いそ

部
べ

裕
ひろ

和
かず

議員
（野田市）

▼
知
事
の
政
治
姿
勢

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推

進
他

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

▼
柏
の
葉
公
園
・
民
間
活
力
導
入

▼
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

▼
千
葉
県
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

▼
教
育
問
題

教
職
の
魅
力
発
信

▼
知
事
の
政
治
姿
勢

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

▼
職
員
の
働
き
方

▼
防
災
対
策

▼
残
土
条
例

▼
動
物
愛
護

公 明 党

阿
あ

部
べ

俊
とし

昭
あき

議員
（柏市）

千 翔 会

谷
や

田
た

川
がわ

充
みつ

丈
たけ

議員
（香取市・香取郡神崎町・多古町）

質
問
項
目
は
、主
な
項
目
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
項
目
は
、千
葉
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
議
会

質
問
項
目

2
月

検
索

会派等別議員数
会  派  等  名 略称 議員数

自由民主党千葉県議会議員会 自民党 51人

立憲民主・千葉民主の会 立千民 14人

公明党千葉県議会議員団 公明党 8人

千翔会 千翔会 4人

日本共産党千葉県議会議員団 共産党 2人

平和の党 平和党 1人

千葉県民の声 県民声 1人

市民ネットワーク 市民ネ 1人

リベラル民主 リベ民 1人

無所属議員 無所属 5人

定数94人  現員88人 （令和４年３月20日現在）
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踏
ま
え
、
１
月
27
日
に
病
床
確
保
の
フ

ェ
ー
ズ
を
一
般
医
療
と
の
両
立
が
可
能

な
段
階
と
し
て
は
最
大
の
フ
ェ
ー
ズ
２

Ｂ
に
移
行
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
２
月

20
日
現
在
、
１
６
９
４
床
、
う
ち
重
症

者
用
の
病
床
と
し
て
１
２
０
床
が
即
応

病
床
と
し
て
稼
働
し
て
い
る
。

ま
た
、
千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
旧

病
棟
に
お
け
る
仁
戸
名
臨
時
医
療
施
設

に
加
え
、
２
月
３
日
か
ら
、
ち
ば
ぎ
ん
研

修
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
稲
毛
臨
時
医

療
施
設
、
２
月
17
日
か
ら
は
、
キ
ッ
コ
ー

マ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
活
用
し
た
流
山
臨
時

医
療
施
設
の
稼
働
を
開
始
し
た
。

感
染
の
規
模
が
非
常
に
大
き
い
こ
と

を
踏
ま
え
た
病
床
の
確
保
・
運
用
を
行

い
な
が
ら
、
今
後
の
感
染
状
況
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
、
確
保
し
た
病
床
等
の

効
果
的
な
運
用
に
努
め
て
い
く
。

問

経
済
環
境
が
変
化
す
る
中
、
中
小

企
業
振
興
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

答

地
域
経
済
を
支
え
る
中
小
企
業
に

と
っ
て
、
感
染
拡
大
の
長
期
化
に
よ
る

売
り
上
げ
の
減
少
や
人
手
不
足
な
ど

に
加
え
、
原
材
料
の
不
足
や
価
格
の
高

騰
な
ど
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

県
で
は
、
多
様
化
す
る
企
業
の
ニ
ー
ズ

を
丁
寧
に
聞
き
な
が
ら
、
資
金
繰
り
や

人
材
確
保
、
下
請
取
引
の
適
正
化
な
ど

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
一
層
の
変
化
が
見
込
ま
れ

る
経
済
環
境
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
、
生
産
性
の

向
上
や
事
業
再
構
築
に
向
け
た
取
り
組

み
に
加
え
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

問

令
和
４
年
度
当
初
予
算
案
は
、
知

事
就
任
後
初
め
て
の
本
格
予
算
と
な
る

が
、
何
に
重
点
を
置
い
て
編
成
し
た
の
か
。

答

今
回
、
当
初
予
算
の
編
成
に
当

た
っ
て
、
ま
ず
は
県
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
の
他
、

防
災
・
減
災
対
策
や
交
通
安
全
対
策
な

ど
に
し
っ
か
り
と
予
算
を
確
保
す
る
こ

と
と
し
た
。

そ
の
上
で
、
新
た
な
総
合
計
画
案
を

踏
ま
え
、

・
県
内
経
済
の
活
性
化
や
農
林
水
産
業

の
振
興

・
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
社
会
資

本
の
整
備
促
進

・
医
療
・
福
祉
や
子
育
て
・
教
育
施
策
の

充
実

な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
つ
い
て
、
将
来
の

千
葉
県
の
活
性
化
に
向
け
た
未
来
へ
の

投
資
と
な
る
事
業
を
計
上
し
た
。

ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
、
新
た
な
分
野
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
れ
ら
の
施
策
を
着
実
に
進
め
て
い

く
こ
と
で
、
県
民
一
人
一
人
が
千
葉
県
で

暮
ら
し
、
働
く
こ
と
の
価
値
を
実
感
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
豊
か
な
県
民
生
活

の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

問

現
在
の
感
染
状
況
に
対
し
、
病
床

等
の
体
制
は
適
切
に
確
保
・
運
用
で
き

て
い
る
の
か
。

答

県
で
は
、
病
床
使
用
率
の
状
況
を

な
ど
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る
他
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
投
資

に
つ
い
て
、
信
用
保
証
料
の
助
成
な
ど

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
着
実
か
つ
、

き
め
細
や
か
に
推
進
す
る
た
め
、
令
和

４
年
度
内
を
目
途
に
、
県
の
中
小
企
業

振
興
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
ち
ば
中
小

企
業
元
気
戦
略
」
を
見
直
す
こ
と
と
し
、

事
業
者
や
関
係
者
と
綿
密
に
意
見
交
換

を
行
い
な
が
ら
、
策
定
を
進
め
て
い
く
。

問

本
県
の
地
理
的
特
徴
や
歴
史
を
踏

ま
え
た
文
化
振
興
を
通
じ
、
地
域
活
性

化
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答

首
都
圏
に
あ
り
な
が
ら
、
海
や
里

山
な
ど
の
豊
か
な
自
然
が
身
近
に
多
く

存
在
す
る
本
県
に
は
、
歴
史
の
中
で
育

ま
れ
た
伝
統
芸
能
・
郷
土
料
理
・
町
並

み
等
の
文
化
資
源
が
各
地
に
受
け
継
が

れ
る
一
方
、
自
然
を
生
か
し
た
野
外
で
の

ア
ー
ト
展
示
や
音
楽
イ
ベ
ン
ト
等
の
新

た
な
文
化
芸
術
活
動
も
行
わ
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
本
県
が
有
す
る
、

自
然
、
歴
史
、
伝
統
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
文
化

資
源
の
魅
力
と
、
優
れ
た
都
市
機
能
を

活
用
し
て
い
く
千
葉
な
ら
で
は
の
ブ
ラ

ン
ド
価
値
を
創
出
し
、
広
く
次
世
代
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
活
性
化

を
図
る
上
で
重
要
と
考
え
る
。

特
に
、
令
和
５
年
度
に
は
本
県
生
誕

１
５
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
を
契
機
に
、
千
葉
の
多
様
な
文
化

の
魅
力
を
発
信
し
、
県
民
の
千
葉
へ
の

愛
着
や
誇
り
を
一
層
高
め
る
と
と
も
に
、

県
外
の
人
を
も
引
き
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、

市
町
村
等
と
も
連
携
し
た
効
果
的
な
取

り
組
み
を
検
討
し
、
実
施
し
て
い
く
。

問

交
通
事
故
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
、

県
警
と
し
て
ど
の
よ
う
に
交
通
事
故
防

止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答

県
警
で
は
、
昨
年
の
交
通
情
勢
や

交
通
事
故
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、
本

年
の
交
通
事
故
防
止
対
策
と
し
て
、
第

一
に
「
千
葉
県
警
察
交
通
安
全
緊
急
対

策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
推
進
」
を
掲

げ
、
こ
れ
に
昨
年
と
同
様
に
「
歩
行
者

保
護
『
ゼ
ブ
ラ
・
ス
ト
ッ
プ
』
の
徹
底
」

お
よ
び
「
高
齢
者
安
全
対
策
の
強
化
」

を
加
え
た
３
つ
を
柱
に
据
え
て
、
各
種

対
策
を
推
進
し
て
い
る
。

特
に
、
八
街
市
で
の
児
童
５
人
が
死

傷
す
る
交
通
事
故
の
発
生
を
受
け
策
定

し
た
「
千
葉
県
警
察
交
通
安
全
緊
急
対

策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
で
は
、
「
通
学

路
等
に
お
け
る
交
通
安
全
の
確
保
」
と

「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」
を
対
策
の
柱
と

し
、
通
学
路
等
に
お
け
る
道
路
交
通
環

境
の
整
備
や
可
搬
式
オ
ー
ビ
ス
を
用
い

た
速
度
違
反
の
取
り
締
ま
り
等
に
よ
る

交
通
規
範
の
周
知
徹
底
の
他
、
飲
酒
運

転
根
絶
に
向
け
た
広
報
啓
発
活
動
や
交

通
安
全
教
育
、
指
導
取
り
締
ま
り
等
を

強
化
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
「
交
通
安
全
県
ち
ば
」

の
実
現
を
目
指
し
て
、
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
、
交
通
事
故
防
止

対
策
に
全
力
を
挙
げ
て
い
く
。

問

「
千
葉
県
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
実

現
す
る
た
め
の
条
例
」
の
施
行
を
踏
ま

え
、
県
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
く
の
か
。

答

本
年
１
月
に
施
行
さ
れ
た
本
条
例

に
は
、
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
県
民

等
の
役
割
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
飲
酒

運
転
の
禁
止
は
も
と
よ
り
、
県
民
等
が

飲
酒
運
転
を
発
見
し
た
際
に
警
察
に
通

報
す
る
こ
と
や
、
事
業
者
が
業
務
で
自

動
車
を
使
う
際
に
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク

や
従
業
員
教
育
を
行
う
こ
と
等
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
県
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

県
民
だ
よ
り
へ
の
掲
載
、
市
町
村
や
千

葉
県
交
通
安
全
対
策
推
進
委
員
会
等
を

通
じ
た
住
民
・
企
業
・
団
体
へ
の
広
報

等
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
、
新
た
に

酒
類
販
売
店
等
へ
協
力
を
要
請
す
る
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
活
用
し
な
が
ら
周

知
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
県
、
市
町
村
、
関
係
団
体
等

の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、
１
月
25
日

に
条
例
に
基
づ
く
「
千
葉
県
飲
酒
運
転

根
絶
連
絡
協
議
会
」
を
設
置
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
通
じ
、
県
民
総

ぐ
る
み
で
「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ

せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
意
識
の
醸
成
や
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

問

二
地
域
居
住
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

実
現
を
、
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く

の
か
。

答

本
県
で
は
、
東
京
へ
の
近
接
性
や

豊
か
な
自
然
環
境
な
ど
、多
様
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現
で
き
る
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
生
か
し
、
こ
れ
ま
で
二
地
域
居

住
を
含
む
移
住
・
定
住
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
促
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

令
和
４
年
度
は
、
移
住
・
定
住
の
一
層

の
促
進
を
図
る
た
め
、
移
住
検
討
者
が
、

都
内
か
ら
の
移
動
時
間
や
現
地
の
暮
ら

し
ぶ
り
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

よ
う
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
活
用
し

て
二
地
域
居
住
の
様
子
な
ど
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
随
時
発
信
す
る
他
、
ふ
る
さ
と
回
帰

支
援
セ
ン
タ
ー
に
本
県
専
属
の
相
談
員

を
設
置
し
、
移
住
相
談
体
制
の
充
実
を

図
る
。

ま
た
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
、

受
け
入
れ
環
境
を
整
備
す
る
地
域
の
取

り
組
み
へ
の
支
援
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
首
都
圏
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
取
り
組
み
地
域
の

拡
大
に
努
め
て
い
く
。

今
後
と
も
、
本
県
に
お
い
て
、
多
く

の
人
が
、
自
身
の
望
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
児

童
・
生
徒
へ
の
支
援
の
充
実
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
利
活
用
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答

県
教
育
委
員
会
で
は
、
医
療
的
ケ

ア
児
へ
の
支
援
充
実
に
向
け
て
、
令
和

４
年
度
当
初
予
算
案
に
、
医
師
や
看
護

師
な
ど
の
専
門
家
で
構
成
す
る
医
療
的

ケ
ア
課
題
検
討
会
議
の
設
置
に
係
る
経

費
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
会
議
で
は
、

登
下
校
時
の
保
護
者
の
負
担
軽
減
や
安

全
・
安
心
な
通
学
支
援
の
在
り
方
、
医

療
的
ケ
ア
児
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な

る
小
・
中
・
高
等
学
校
に
対
す
る
、
よ
り

専
門
的
な
支
援
体
制
等
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

特
別
支
援
学
校
で
は
、
障
害
の
状
態
に

応
じ
て
、
目
の
動
き
に
よ
り
端
末
を
操

作
で
き
る
装
置
や
、
音
声
を
文
字
に
変

換
す
る
ソ
フ
ト
な
ど
を
用
い
て
、
学
習

へ
の
理
解
を
深
め
る
。

合
わ
せ
て
、
全
て
の
学
校
で
、
病
気

療
養
な
ど
に
よ
り
登
校
が
難
し
い
児

童
・
生
徒
に
対
し
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

遠
隔
授
業
を
行
う
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効

果
的
に
活
用
し
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も

の
学
び
を
支
え
て
い
く
。

問

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
体
制
に

つ
い
て
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

答

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
、
家
庭
内
の
デ

リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
る
こ
と
、
本
人

や
家
族
に
自
覚
が
な
い
と
い
っ
た
理
由

か
ら
、
表
面
化
し
に
く
い
構
造
と
な
っ

て
お
り
、
支
援
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
り
早
期
に
発
見
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
県
で
は
、
福
祉
、
介
護
、

医
療
、
教
育
等
、
幅
広
い
分
野
の
関
係

機
関
を
対
象
に
、
実
際
の
事
例
を
活
用

し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
早
期
発
見
に

向
け
た
着
眼
点
な
ど
を
学
ぶ
研
修
を
、

令
和
４
年
度
新
た
に
実
施
す
る
と
と
も

に
、
学
校
現
場
で
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
等
を
活
用
し
た
相
談
体
制
を
充

実
さ
せ
て
い
く
。

今
後
は
、
子
ど
も
に
関
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
関
係
機
関
に
お
い
て
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
を
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
支

援
に
つ
な
げ
る
よ
う
、
連
携
し
て
取
り

組
む
と
と
も
に
、
実
態
調
査
等
の
結
果

も
踏
ま
え
、
よ
り
一
層
支
援
を
充
実
さ

せ
て
い
く
。

問

災
害
時
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
者
等
と
の
協
定
に
つ
い
て
の
現
状
は

ど
う
か
。

ま
た
、
協
定
の
実
効
性
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答

県
で
は
、
災
害
時
の
応
急
・
復
旧

対
策
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
電
力

供
給
や
物
流
、
通
信
を
は
じ
め
と
す
る

民
間
事
業
者
等
と
の
間
で
、
令
和
４
年

１
月
末
現
在
、
２
８
３
件
の
協
定
を
締

結
し
て
い
る
。

災
害
時
に
、
こ
れ
ら
の
協
定
に
基
づ

く
活
動
が
迅
速
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
県

の
災
害
対
策
本
部
訓
練
等
に
お
い
て
、

事
業
者
か
ら
リ
エ
ゾ
ン
を
受
け
入
れ
る

と
と
も
に
、
電
源
車
の
派
遣
の
調
整
や
、

物
資
輸
送
の
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、

連
携
強
化
に
努
め
て
き
た
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
は
新
た
に
電
力

事
業
者
等
と
連
携
し
て
迅
速
な
道
路
啓

開
・
停
電
復
旧
を
図
る
た
め
の
実
動
訓

練
も
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今

後
と
も
、
訓
練
や
協
議
を
積
み
重
ね
る

こ
と
に
よ
り
、
協
定
の
実
効
性
確
保
に

努
め
て
い
く
。
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問

令
和
４
年
度
、新
た
に
予
定
し
て

い
る
電
柱
・
電
線
が
絡
ん
だ
道
路
啓
開

訓
練
の
内
容
と
そ
の
効
果
は
ど
う
か
。

答

こ
の
訓
練
は
、
倒
木
が
電
線
を
巻

き
込
ん
だ
場
合
な
ど
の
現
場
を
再
現

し
、
電
力
事
業
者
等
が
連
携
し
て
倒
木

の
撤
去
や
停
電
の
復
旧
業
務
を
実
際

に
行
い
、
習
熟
度
を
高
め
る
こ
と
で
災

害
時
に
円
滑
に
作
業
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
く
。

問

総
合
計
画
の
数
値
目
標
は
ど
の

よ
う
な
考
え
で
設
定
し
た
の
か
。

ま
た
、
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答

県
民
と
目
標
を
共
有
し
や
す
い
よ

う
に
、
社
会
環
境
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、

身
近
で
分
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
と

と
も
に
、
可
能
な
限
り
具
体
的
な
数
値

を
設
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
前
回
よ

り
も
14
指
標
多
い
76
指
標
と
し
、
う
ち

47
指
標
を
新
た
な
指
標
と
し
た
。

目
標
の
達
成
に
向
け
て
は
、
毎
年
度
、

施
策
等
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
政

策
評
価
を
し
っ
か
り
行
い
、
必
要
な
改

善
を
翌
年
度
の
施
策
展
開
に
反
映
し

て
い
く
。

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
や
小
児

接
種
を
進
め
て
い
く
に
当
た
り
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
促
進
す
る
た
め
、

診
療
所
等
の
医
療
機
関
が
実
施
す
る

個
別
接
種
に
対
し
て
交
付
す
る
支
援

金
等
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
小
児
へ

の
接
種
も
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
安
心

し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
副
反
応
等
に
係
る
相
談
に
看
護

師
等
が
24
時
間
対
応
す
る
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
運
営
す
る
た
め
に
必
要
な
経

費
等
を
計
上
し
た
。

引
き
続
き
国
や
市
町
村
、
医
師
会

等
と
連
携
し
た
速
や
か
な
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

鳥
獣
の
保
護
管
理
に
係
る
次
期

計
画
で
あ
る
「
第
13
次
千
葉
県
鳥
獣

保
護
管
理
事
業
計
画
」
の
主
な
改
正

内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答

本
計
画
は
、
鳥
獣
保
護
管
理
法
に

基
づ
き
、
令
和
４
年
度
か
ら
５
年
間
の

計
画
と
し
て
策
定
作
業
を
進
め
て
お

り
、
主
な
改
正
内
容
は
、

・
豚
熱
等
の
感
染
症
対
策
と
し
て
、
イ

ノ
シ
シ
の
捕
獲
強
化
や
、
防
疫
措
置

の
徹
底
を
周
知
す
る
な
ど
の
対
策
強

化
・
鳥
獣
保
護
区
に
つ
い
て
、
市
町
村
か

ら
の
要
望
に
よ
り
、
特
定
の
有
害
鳥

獣
の
狩
猟
が
可
能
と
な
る
区
域
に
変

更
指
定
す
る
こ
と
を
明
記

・
わ
な
捕
獲
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
を

推
進
す
る
た
め
、
許
可
基
準
を
緩
和

な
ど
の
取
り
組
み
の
実
施
に
よ
り
、
有

害
鳥
獣
対
策
を
強
化
し
て
い
く
。

問

教
育
旅
行
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
造
成
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
実

施
に
至
っ
た
背
景
は
何
か
。

ま
た
、
魅
力
的
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

数
を
ど
の
よ
う
に
増
や
し
て
い
く
の
か
。

答

背
景
と
し
て
は
、
修
学
旅
行
に
お

い
て
、
体
験
を
通
じ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理

解
を
深
め
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ニ

ー
ズ
が
年
々
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
市
町
村
等
と
連
携
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
切
り
口
と
し
た
観
光
資
源
を
掘

り
起
こ
し
た
上
で
、
専
門
家
の
知
見
を

も
ら
い
な
が
ら
、
本
県
の
特
色
を
生
か

し
た
魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
増
や
し

て
い
く
。

問

磯
焼
け
緊
急
対
策
事
業
は
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
予
定
し
て
い
る

の
か
。

答

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が
行
っ

て
い
る
調
査
事
業
な
ど
に
加
え
、
外
房

海
域
に
お
け
る
漁
業
者
に
よ
る
藻
場

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
、
食
害
生
物
の
集

中
的
駆
除
等
を
行
う
な
ど
、
海
域
特

性
に
合
っ
た
藻
場
回
復
手
法
の
実
証

に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

問

銚
子
連
絡
道
路
の
早
期
整
備
に

向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

答

令
和
４
年
度
、
海
匝
土
木
事
務
所

に
銚
子
連
絡
道
路
建
設
課
を
新
設
し
、

体
制
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
供
用
に
向
け
て
工
事
の
最
盛

期
を
迎
え
る
事
業
中
区
間
は
、
引
き

続
き
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
の
事
業
化
を
目

指
す
匝
瑳
市
か
ら
旭
市
ま
で
の
区
間

は
、
必
要
な
調
査
等
を
十
分
に
実
施
し
、

事
業
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

問

文
化
財
の
登
録
制
度
の
創
設
に

よ
り
、
今
後
ど
の
よ
う
に
保
存
活
用

を
図
っ
て
い
く
の
か
。

答

県
内
の
文
化
財
を
幅
広
く
把
握

す
る
と
と
も
に
、
観
光
や
地
域
振
興
等

へ
の
活
用
を
促
し
、
関
係
部
局
と
連
携

し
な
が
ら
、
文
化
財
の
保
存
活
用
を
図

っ
て
い
く
。

学校（団体）名 氏名 備考

個

人

流山市立小山小学校 金森　双葉 そろばん

多古町立中村小学校 澁谷　奏多 絵画

流山市立西初石小学校 髙嶋　優 そろばん

船橋市立三山東小学校 島田　侑芽 作文

国府台女子学院小学部 松波　怜奈 絵画

国府台女子学院小学部 松本　美春 作文

国府台女子学院小学部 杉野　愛梨 作文

船橋市立宮本小学校 森　水優 フルート

流山市立おおたかの森中学校 橋本　倖 そろばん

八街市立八街南中学校 中村　夢優 短歌

鎌ケ谷市立第三中学校 原口　愛菜 書道

市川中学校 石黒　煌也 そろばん

袖ケ浦市立昭和中学校 柳田　蓮 図書館調査学習

館山市立館山中学校 池田　希帆 書道

船橋市立葛飾中学校 砂原　奏 将棋

東京学館船橋高等学校 森迫　莉沙 ポスター

松戸市立松戸高等学校 鳥羽　寿光 声楽

千葉県立袖ヶ浦高等学校 荒木　百花 書道

千葉市立緑が丘中学校 杉本　いぶき ピアノ

千葉県立磯辺高等学校 山木　望愛 書道

千葉県立佐倉東高等学校 知久　結衣子 ホームソーイング

団

体

習志野市立谷津小学校 合奏

柏市立酒井根東小学校 管楽合奏

柏市立酒井根中学校 吹奏楽

習志野市立第四中学校 管楽合奏

習志野市立第二中学校 マーチング

船橋市立法田中学校 マーチング

千葉県立千葉高等学校（蜂巣直暉・筧友輝） 金融経済クイズ

柏市立柏高等学校 吹奏楽

習志野市立習志野高等学校 吹奏楽

船橋市立峰台小学校 合奏

千葉県立仁戸名特別支援学校 ロボットプログラミング

船橋市立海神中学校 重唱

習志野市立第一中学校 重奏

学校（団体）名 氏名 備考

個

人

船橋市立八栄小学校 山口　尊正 テコンドー

船橋市立八栄小学校 山口　大琥 テコンドー

佐倉市立間野台小学校 水上　莉緒 カヌー

松戸市立北部小学校 吉岡　咲 卓球

八千代市立大和田小学校 TUMNIIMAGNAI　TUGULDUR テコンドー

千葉市立こてはし台小学校 熊倉　凰仁 一輪車

船橋市立塚田南小学校 森脇　成矢 テコンドー

船橋市立若松小学校 大竹　沙歩 フィギュアスケート

野田市立清水台小学校 古市　せら レスリング

千葉市立幕張西小学校 櫻井　義浩 テニス

佐倉市立佐倉小学校 吉田　虹 カヌー

流山市立おおたかの森小学校 柴田　壮翼 空手

柏市立中原小学校 金澤　永和 レスリング

船橋市立高郷小学校 稲葉　広人 レスリング

鎌ケ谷市立道野辺小学校 保坂　樹奈 レスリング

千葉市立磯辺中学校 中﨑　ゆうな ヨット

千葉市立稲浜中学校 鈴木　静玖 水泳

柏市立柏第二中学校 片岡　優 レスリング

旭市立第二中学校 川本　愛桜 空手

浦安市立入船中学校 遠藤　千春 カヌー

千葉市立稲毛中学校 尾﨑　大和 水泳

一宮町立一宮中学校 佐藤　海斗 サーフィン

千葉市立緑が丘中学校 馬場　せせら 新体操

八千代市立大和田中学校 安楽　宙斗 スポーツクライミング

千葉市立おゆみ野南中学校 田口　久乃 新体操

松戸市立小金北中学校 鈴木　琉胤 陸上

松戸市立第二中学校 松原　柊亜 ゴルフ

旭市立飯岡中学校 渡邉　壱孔 サーフィン

東庄町立東庄中学校 土屋　美潤 陸上

志学館高等部 石井　康介 少林寺拳法

東邦大学付属東邦高等学校 岡留　大和 水泳

渋谷教育学園幕張高等学校 藤井　清雅 陸上

日本体育大学柏高等学校 BATBAYAR NAMBARDAGVA レスリング

成田高等学校 木村　晴 競歩

翔凜高等学校 恩田　茉莉杏 ダンス

八千代松陰高等学校 チュクネレ  ジョエル優人 陸上

渋谷教育学園幕張高等学校 山﨑　妃奈乃 フェンシング

日本体育大学柏高等学校 松村　祥太郎 レスリング

船橋市立船橋高等学校 山田　裕未 陸上

西武台千葉高等学校 小林　大河 ゴルフ

学校（団体）名 氏名 備考

個

人

千葉県立東葛飾高等学校 吉木　翼 陸上

船橋市立船橋高等学校 上田　悠太 体操

東京学館高等学校 芹田　未果子 体操

船橋市立船橋高等学校 久米　乃ノ華 スポーツクライミング

佐倉市立井野小学校 黒嶋　ひなの ダンス

団

体

ダンススタジオみやおか（矢野響大・黒嶋ひなの） ダンス

B&G香取市小見川海洋クラブ（林和磨・岡野竜也） カヌー

佐倉市カヌー協会（田中羽音・吉田虹） カヌー

ダンススタジオみやおか（矢野響大・柴田莉奈） ダンス

九十九里リトルリーグ 野球

秀明八千代水球クラブ 水球

志学館高等部（千葉真衣・小塙実南季） 少林寺拳法

ダンススタジオみやおか（小西乙愛・木下将希） ダンス

志学館高等部 少林寺拳法

木更津総合高等学校 柔道

千葉県立千葉東高等学校 登山

ダンススタジオみやおか（足立拓海・黒嶋ひなの） ダンス

市川ジュニアバドミントンクラブ（美濃龍斗・坂本結翔） バドミントン



ちば県議会だより  令和4年［2022年］5月5日（木曜日）

「ちば県議会だより」は、新聞折り込みの他、県庁総合案内、地域振興事務所などの県の施設、市役所・町村役場などで入手できます。

予算委員会が開催されました

　3月4日（金）、7日（月）、8日（火）の3日間
にわたり予算委員会が開催されました。
　本委員会では、令和4年度予算議案につ
いて、横断的・多角的に審査が行われ、活発
な議論が展開されました。

千葉県議会公式
ツイッター・フェイスブック
開設しました！

　県議会の情報を随時配信しています
ので、ちば県議会だよりと合わせて、ぜ
ひご覧ください。

【ツイッター】
https://twitter.com/
chibakengikai

【フェイスブック】
https://www.facebook.com/
chibakengikai

▼
運
転
免
許
行
政
D
X

▼
教
員
が
生
き
生
き
と
働
け
る
環
境
の

整
備

▼
海
洋
振
興

▼
行
財
政
改
革

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

▼
県
営
住
宅

▼
再
犯
防
止
支
援
の
強
化

▼
運
転
免
許
証
交
付
の
利
便
性
向
上

▼
新
規
就
農
者
の
支
援

▼
海
岸
漂
着
物
対
策

▼
道
路
問
題

▼
公
共
事
業
の
施
工
時
期
の
平
準
化

▼
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス

▼
孤
独
・
孤
立

▼
船
橋
市
内
の
防
犯

▼
船
橋
市
内
の
道
路
整
備

自民党

田
た

中
なか

幸
こう

太
た

郎
ろう

議員
（市川市）

2
月
25
日（
金
）

公明党

秋
あき

林
ばやし

貴
たか

史
し

議員
（松戸市）

自民党

三
み

沢
さわ

智
さとし

議員
（館山市）

立千民

野
の

田
だ

剛
たけ

彦
ひこ

議員
（船橋市）

▼
医
療
過
疎
地
域
の
救
急
医
療

▼
河
川

▼
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

▼
産
業
用
地

▼
循
環
器
病
対
策
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

▼
県
立
高
校「
校
内
居
場
所
カ
フ
ェ
」

▼
酒
々
井
町
に
お
け
る
産
業
誘
致

▼
県
立
博
物
館
・
美
術
館
に
つ
い
て

▼
児
童
虐
待

▼
通
学
路
の
安
全
対
策

▼
船
橋
日
大
前
駅
前
の
防
犯
ボ
ッ
ク
ス

廃
止
後
の
警
察
の
対
応

▼
多
頭
飼
育
崩
壊

▼
コ
ロ
ナ
対
策（
検
査
、保
健
所
増
設
）

▼
米
軍
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
中
止
要
求

▼
命
暮
ら
し
優
先
へ
予
算
組
替
え
提
案

▼
痴
漢
対
策
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
条
例

▼
鉄
道
問
題

▼
児
童
虐
待
防
止
対
策

▼
Ａ
Ｅ
Ｄ

▼
千
葉
県
循
環
器
病
対
策
推
進
計
画

無所属

市
いち はら

原 淳
あつし

議員
（茂原市）

立千民

入
いり

江
え

晶
あき

子
こ

議員
（佐倉市・印旛郡酒々井町）

2
月
28
日（
月
）

自民党

鈴
すず

木
き

ひ
ひ

ろ
ろ

子
こ

議員
（船橋市）

共産党

み
み

わ
わ

由
よし

美
み

議員
（松戸市）

自民党

瀧
たき

田
た

敏
とし

幸
ゆき

議員
（印西市・印旛郡栄町）

▼
中
小
企
業
の
支
援
策

▼
銚
子
市
沖
洋
上
風
力
発
電
の
周
辺
地

域
の
活
用

▼
児
童
相
談
所

▼
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
レ
ガ
シ
ー
の
活
用

▼
Ｄ
Ｘ
の
推
進

▼
成
田
空
港

▼
新
生
成
田
市
場

▼
道
路
問
題

▼
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
充
実
・
強
化

▼
災
害
・
防
災
対
策
の
充
実
・
強
化

▼
特
別
支
援
教
育
の
充
実
と
研
修
充
実

▼
通
学
路
等
の
交
通
事
故
対
策
の
強
化

▼
隣
接
都
県
等
と
の
広
域
連
携

▼
花
見
川

▼
特
別
支
援
学
校

▼
太
陽
光
発
電
設
備
の
普
及

▼
道
路
問
題

▼
梨
の
生
産
振
興

▼
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

運
営

▼
新
し
い
千
葉
の
食
文
化
創
生
事
業

無所属

川
かわ

井
い

友
とも

則
のり

議員
（松戸市）

自民党

實
じつ

川
かわ

隆
たかし

議員
（山武市・山武郡）

3
月
1
日（
火
）

立千民

網
あみ

中
なか

肇
はじめ

議員
（千葉市中央区）

自民党

宍
しし

倉
くら

登
のぼる

議員
（千葉市花見川区）

自民党

秋
あき

本
もと

享
みち

志
ゆき

議員
（白井市）

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

▼
教
育
問
題

▼
防
犯
ボ
ッ
ク
ス

▼
道
路
問
題

▼
デ
ジ
タ
ル
の
情
報
格
差
支
援
等

▼
県
有
施
設
等
の
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
環
境

▼
道
路
整
備

▼
浦
安
市
第
１
期
埋
立
護
岸

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

▼
飲
酒
運
転
根
絶

▼
生
活
道
路
の
交
通
安
全
対
策

▼
農
林
業
問
題

▼
心
理
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
供
へ
の
支
援

▼
県
立
中
学
を
県
南
へ
、高
校
受
験
改
革

▼
鋸
山
日
本
遺
産
認
定
へ
の
支
援

▼
ス
マ
ー
ト
水
産
業
推
進
と
青
混
ぜ
海
苔

自民党

斉
さい

藤
とう

守
まもる

議員
（船橋市）

3
月
2
日（
水
）

自民党

宮
みや

坂
さか

奈
な

緖
お

議員
（浦安市）

自民党

山
やま

本
もと

義
よし

一
かず

議員
（八街市）

自民党

𠮷
よし

本
もと

充
みつる

議員
（富津市）

質
問
項
目
は
、主
な
項
目
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
項
目
は
、千
葉
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
議
会

質
問
項
目

2
月

検
索

2月定例県議会 知事あいさつ 
◎新型コロナウイルス感染症
　本県の1日当たりの新規感染者数は昨日までの1週間平均で4,722人と
なっており、依然として高い水準で感染が拡大しています。また、病床使用
率が上昇し、酸素投与が必要な人や重症者も増加するなど、医療提供体制へ
の負荷が高まっています。
　県としては、こうした状況を踏まえ、まん延防止等重点措置の延長を国に
要請し、3月6日までの延長が決定されたところです。県民や県内事業者の
皆さまにはご負担をおかけしますが、引き続きご協力をお願い致します。
　12月からの感染拡大を受けて、県では、医療提供体制の強化等に取り組ん
でまいりました。まず、病床については、先月27日にフェーズ2Bに移行し、現
在、病床1,673床を確保しています。また、臨時医療施設については、千葉市
稲毛区の施設で業務を開始した他、流山市においても56床を確保し、明日から
業務を開始する予定です。
　自宅療養者の支援については、SMSを活用した迅速な情報提供、電話や
チャットによる相談窓口の設置、パルスオキシメーター計9万5千台の確保
など、対策を強化するとともに、自宅療養中の妊婦に対し、医療機関による
モニタリングや迅速な入院調整など、容体急変に対応できる体制を構築し
ています。
　この他、3回目のワクチン接種を促進するため、県による集団接種会場を
昨日開設したところです。
　県としては、引き続き必要な人に必要な医療や支援が提供できるよう、全
力で取り組んでまいります。
◎新たな総合計画および行財政改革計画
　総合計画については、昨年11月に原案を公表し、県議会の皆さまをはじ
め、県民や有識者、市町村から幅広くご意見をいただいたところです。
　このたび、いただいた意見を踏まえ、具体的な事業や指標を盛り込み、計
画案として今議会に提案致しました。
　計画案については、今後の社会環境の変化等に対応し、県民の命と暮らし
を守るとともに、恵まれた自然環境や優れた都市機能を持つ千葉で、全ての
県民が生きる価値、働く価値を感じられる「千葉の未来」を創造していくと
の思いを込め、名称を「千葉県総合計画 ～新しい千葉の時代を切り開く～」
としたところです。
　新しい総合計画の下、将来の千葉県づくりの方向性を県民の皆さまと共
有しながら、県議会の皆さまとともに千葉県の総力を結集し、基本理念とし
て掲げた「『まち』『海・緑』『ひと』がきらめく千葉の実現」を目指してまい
りたいと考えております。

　また、総合計画に掲げる施策の着実な推進を行財政面から下支えするた
め、行財政改革計画についても、個別の取り組み事項や具体的な目標などを
記載した行動計画・個票を作成し、計画案として取りまとめました。
　基本理念である「時代の変化に対応した県民視点の県政を実現」するた
め、全職員が経営的な感覚を持ちつつ、柔軟で機動的な行政経営の実現や持
続可能な財政構造の確立、多様で柔軟な働き方の推進、行政手続・サービス
のデジタル化などの取り組みを推進してまいります。
◎令和４年度当初予算案他
　このたび提案致しました案件は、令和4年度当初予算案、令和3年度2月補
正予算案、各種条例案およびその他附帯議案の92議案の他、報告1件です。
　令和4年度当初予算は、まずは県民の命と暮らしを守ることを最優先とし、
引き続き新型コロナウイルス感染症対策に万全を期すとともに、防災減災対
策や交通安全対策を加速してまいります。
　その上で、新たな総合計画に掲げた施策を推進するため、「県内経済の活
性化や農林水産業の振興」「道路ネットワークなどの社会資本の整備促進」
「子育て・教育施策の充実」「文化・スポーツの振興」など、幅広い分野にわ
たり、豊かな県民生活の実現に向けた事業を計上しています。
　さらに、令和3年度2月補正予算と一体的に編成することで、これらの取
り組みを切れ目なく進めてまいります。
　この結果、一般会計の予算規模は、2兆1,772億6,500万円となりました。
　この他、総合計画および行財政改革計画の策定について報告がありまし
た。知事あいさつの全文は、県ホームページでご覧になれます。
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